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中勢用水地区の第三頭首工が生まれ変わりました！

第三頭首工は、水利用の合理化と取水の安定を図るため、「国営中勢用水農業水利事
業」により昭和４８年度から昭和５０年度にかけて、 これまでの在来井堰を統合し、
別途県営事業で実施された第一、第二、三泗頭首工とともに新設されました。

それから30年以上が経過し、機能低下や護岸の崩落、洪水時の土砂流下によるエプ
ロン部の摩耗により部材厚さが減少し、構造的性能低下などが生じていました。

このため、本事業により以下のとおり機能回復を行い、令和元年度に整備が概ね完了
しました。

【工事別改修の概要】
第三頭首工左岸護岸等補修工事（H29.9～H30.3）
・護岸(補修ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積,護床ﾌﾞﾛｯｸ)

第三頭首工土木施設整備工事（H30.9～R2.3）
・頭首工、擁壁及び護岸補修

第三頭首工機械施設整備工事（H30.6～R2.3）
・洪水吐・土砂吐ゲート補修
・ゲート操作盤等更新

【整備の状況】

整備前

整備前

整備前

整備後

整備後

整備後

完成写真整備前の状況

第三頭首工の諸元

型 式：フローティングタイプ半可動堰
堤 高：1.8ｍ
堤 長：固定部＝35.5ｍ、可動部＝70.0ｍ
取水量：1.73ｍ３/s
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